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　　　　　　　　　　　　　　　第8図　直流安定化電源

　IV．考　察

　第7図は回転速度nをパラメー一ター一とした実験結果で

パワー測定装置の総合特性である．この図により出力電

圧はn・＝OまたはIa　・＝　Oで零であり，広範囲にわたりn

と1aとにほとんど比例していることがわかる．

　本装置は回転速度nに比例した繰返し周波数を有する

幅一定の矩形波電圧をとり出し，その一定の時間だけ動

作させるようにした掛算回路を用いることにより，掛算

回路の零調整および較正を電機子電流んと回転速度と

について別々に，単独に行いうるようにした点にもっと

も大きな特徴がある．またπおよびTaと出力との直線

性も，かなり広い範囲に成立つので，まず前記の工業用

測定器としての技術的要求にほぼ応じられるものと考え

られる．

　さてこのような電子管回路を実際に組んでみると結線

の都合上最初の考え通りとならない点もあり，また真空

管数も意外に多くなる．また長時間使用したり，真空管

を取換えたりした場合ある程度較正が狂うということも

あろう．しかし制御用の検出装置として零調整の容易さ

ということは何よりも重要なことで，この意味で本装置

・も実用に供しうる見込があると考える次第である．
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　なお負荷にかかる真

の機械的出力をPoと

すれば

　Po＝leilαn一乙　　（4）

　ここにLは機械的損

失であるが，もし普通

の歯車列のようにLが

ほとんどnに比例する

ような場合には

　Po＝（ki1α一一々2）n

　　　　　　　　（5）

と表わすことができ，

第6図のEiの所に逆

方向の一定電圧Eoを

与えておけば，直接Po

を測定することも可能

となる．換言すれば無

負荷状態で運転したと

きnに無関係に本装置

の出力電圧が零になる

ようなEoが存在すれ

ば，（5）式が成立する

ことがわかる．実験に

よると（5）式は必ずし

も正確には成立しない

が，このような考え方

は十分効果的であるこ

とがわかった．

　V．結　言

　圧延機，抄紙機，伸線機等で巻取制御のため，直流電

動機の機械的出力を測定したいことがある．本報告は電

子管式の電動機出力測定装置の試作報告である．パワー

測定には掛算を必要とするため，ある程度の苦心があっ

た，一応使えるものができたが，なお改良の余地もあろ

う．ご批判をいただければ幸である．

　なお本研究は昭和32年度科学研究費によったことを

付記する．　　　　　　　　　　　　　（1958．7．21）
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